
令和7年4月15日（火）

“ふるさとちば”のための政策推進を

茂呂つよし県議会リポート
も     ろ 剛茂呂つよし県議会リポート
も     ろ 剛茂呂つよし県議会リポート
も     ろ 剛茂呂つよし県議会リポート
も     ろ 剛

発　行／自由民主党千葉県議会議員会 〒260-0855 千葉市中央区市場町2番13号   電話043（227）7411

〈1〉

●県政と八千代市に関するご意見・ご要望をお聞かせください。

茂呂つよし県　議
事務所

〒276ー0046 八千代市大和田新田1092-7
TEL04７-480-0244  FAX047-458-7033

　

茂
呂
副
委
員
長　
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
医
薬
品
が
不

足
し
た
際
に
、
被
災
地
に
お
い

て
調
剤
が
可
能
と
な
る
災
害
時

八
千
代
市
薬
剤
師
会
の
移
動
薬
局

八
千
代
市
薬
剤
師
会
の
移
動
薬
局

能
登
半
島
被
災
地
で
活
躍

能
登
半
島
被
災
地
で
活
躍

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー登壇し、県の施策を質問する茂呂剛県議

医
薬
品
供
給
車
両
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が
全
国
か
ら
派

遣
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
は
、

被
災
者
へ
の
す
み
や
か
な
医
薬

品
供
給
に
非
常
に
有
用
と
考
え

る
が
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

が
能
登
半
島
地
震
に
派
遣
さ
れ

２
月
定
例
県
議
会
予
算
委
員
会

２
月
定
例
県
議
会
予
算
委
員
会

た
経
緯
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
医
療
担
当
部
長　
石
川

県
に
お
い
て
、
被
災
し
た
市
町

村
か
ら
の
要
望
や
石
川
県
内
の

被
災
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
石

川
県
薬
剤
師
会
に
派
遣
要
請
を

技
術
職
員
を
確
保

技
術
職
員
を
確
保

早
期
枠
試
験
を
実
施

早
期
枠
試
験
を
実
施

県
、
県
、

　

茂
呂
副
委
員
長　
建
設
工
事

に
よ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
は
、
土
木
職
や
建
築
職
な
ど

の
技
術
職
員
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、

技
術
職
員
は
、
採
用
者
数
が
足

り
て
お
ら
ず
、
民
間
企
業
で
も

人
材
獲
得
の
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
お
り
、
優
秀
な
技
術
職
員
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
う
か
が
う
が
、
技
術

職
員
の
確
保
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
県
で
働
く

意
欲
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
技
術
職
員
の
業
務
や
社
会

で
果
た
す
役
割
へ
の
理
解
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
訪

問
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
、
工
事
現
場
見
学
会
の
実
施

な
ど
を
通
じ
て
技
術
職
員
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、
今
後
、

市
町
村
と
連
携
し
た
合
同
説
明

会
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
に
受
験
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
度

か
ら
技
術
職
員
の
採
用
試
験
に

お
い
て
教
養
試
験
を
廃
止
し
た

ほ
か
、
社
会
人
選
考
考
査
の
対

象
に
電
気
職
・
機
械
職
も
加
え

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

茂
呂
副
委
員
長　
技
術
職
員

の
確
保
に
向
け
た
今
後
の
取
組

は
。

　

県
土
整
備
部
長　
来
年
度
は

新
た
に
、
技
術
職
員
の
仕
事
内

容
や
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
発

信
す
る
た
め
、
動
画
を
活
用
し

た
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作

す
る
ほ
か
、
県
で
働
く
こ
と
を

将
来
の
選
択
肢
と
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
小
中
学
生
と
保
護

者
を
対
象
に
し
た
工
事
現
場
見

学
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
の
就
職
活
動
の

早
期
化
を
踏
ま
え
、
土
木
職
と

電
気
職
に
お
い
て
４
月
に
１
次

試
験
を
行
う
「
早
期
枠
試
験
」

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

行
い
、
日
本
薬
剤
師
会
を
通
じ

て
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を

保
有
す
る
各
地
の
薬
剤
師
会
に

協
力
要
請
を
行
っ
た
も
の
と
承

知
し
て
い
ま
す
。

　

茂
呂
副
委
員
長　
能
登
半
島

地
震
に
際
し
、
八
千
代
市
薬
剤

師
会
が
保
有
す
る
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
も
派
遣
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
う
か

が
う
が
、
本
県
に
お
け
る
モ
バ

イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
活
用
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　

保
健
医
療
担
当
部
長　
モ
バ

イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
は
、
県
内

で
は
、
八
千
代
市
薬
剤
師
会
が

運
用
し
て
お
り
、
大
規
模
災
害

時
に
出
動
で
き
る
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
県
薬
剤
師
会
及
び

八
千
代
市
薬
剤
師
会
と
モ
バ
イ

ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
新
た
に
任

命
す
る
予
定
で
あ
る
災
害
薬
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
や

災
害
時
の
協
定
の
見
直
し
な
ど

を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

茂
呂
副
委
員
長　

知

事
の
新
た
な
公
約
に

も
、
半
島
型
地
震
へ
の
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
災
害
時
の
医
薬
品
不
足

は
、
県
民
の
命
に
直
結
す
る
重

大
な
問
題
で
あ
る
。

　
本
日
の
答
弁
で
は
ま
だ
ま
だ

取
り
組
む
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
対
策
の
強
化
を
図
ら
れ
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

要望

市
単
位
で
は
全
国
初
の
導
入

市
単
位
で
は
全
国
初
の
導
入

　

安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
る
茂
呂
剛
県
議
（
八
千
代
市

選
出
、
３
期
）
は
２
月
定
例
県
議
会
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、
地
元
八
千

代
市
の
課
題
な
ど
を
中
心
に
、
県
執
行
部
に
施
策
を
尋
ね
ま
し
た
。
八
千
代
市

薬
剤
師
会
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
改
造
し
た
「
走
る
薬
局
」
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
が
能
登
半
島
の
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
茂
呂
県
議
は
モ
バ
イ

ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
派
遣
の
経
緯
な
ど
を
質
問
し
た
う
え
で
、
半
島
型
地
震
へ
の

対
策
強
化
を
要
望
し
ま
し
た
。
茂
呂
県
議
の
質
疑
と
県
執
行
部
の
答
弁
を
紹
介

し
ま
す
。

　

八
千
代
市
薬
剤
師
会

　

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

は
「
移
動
す
る
薬
局
」
で
す
。 

災
害
時
に
薬
局
の
調
剤
室
の

役
割
を
果
た
し
、
災
害
現
場

で
活
躍
す
る
車
と
な
り
ま

す
。

　

災
害
時
の
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
は
「
薬
を
貯

蔵
す
る
場
所
」「
薬
を
調
剤

す
る
場
所
」
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。
八
千
代
市
薬
剤
師
会

は
市
単
位
の
薬
剤
師
会
と
し

て
は
全
国
で
初
め
て
モ
バ
イ

ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
導
入
し

ま
し
た
。
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茂
呂
副
委
員
長　
県
民
の
生

命
・
財
産
を
最
前
線
で
守
る
警

察
署
の
施
設
の
老
朽
化
や
駐
車

場
の
狭
隘
化
に
つ
い
て
、
多
々

心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

計
画
的
な
建
て
替
え
や
改
修
を

早
く
進
め
る
べ
き
で
は
と
考
え

て
い
る
。

　

そ
こ
で
う
か
が
う
が
、
警
察

署
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
基

準
や
方
針
で
行
う
の
か
。

　

警
察
本
部
長　
警
察
署
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
の
老
朽

化
、
狭
隘
化
の
状
況
な
ど
を
基

に
整
備
順
位
を
整
理
し
、
５
年

ご
と
に
見
直
し
を
行
う
「
千
葉

県
県
有
建
物
長
寿
命
化
計
画
」

に
反
映
さ
せ
、
順
次
建
替
整
備

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

茂
呂
副
委
員
長　
警
察
署
を

建
て
替
え
す
る
際
の
基
準
と
な

る
敷
地
面
積
等
は
あ
る
の
か
。

　

警
察
本
部
長　
警
察
署
に
必

要
な
敷
地
面
積
に
つ
い
て
は
、

　

茂
呂
副
委
員
長　
県
税
収
入

を
最
大
限
確
保
す
る
た
め
、
県

税
の
徴
収
率
向
上
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　

知
事　
県
で
は
、
県
税
収
入

を
最
大
限
確
保
す
る
た
め
、
令

和
４
年
３
月
に
、
令
和
13
年
度

末
ま
で
に
県
税
の
徴
収
率
を
全

国
15
位
以
内
と
す
る
「
千
葉
県

県
税
特
別
徴
収
対
策
計
画
」
を

県担当者の答弁を聞く茂呂県議

建
設
場
所
を
調
査
、

建
設
場
所
を
調
査
、

定
め
ら
れ
た
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
警
察
署
の
規
模
や
敷
地

条
件
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
最
近
、
建
替
え
を
行
っ

た
警
察
署
を
例
に
と
る
と
、
お

お
む
ね
６
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
敷
地
面
積
を
想
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

茂
呂
副
委
員
長　

地
元
の

八
千
代
警
察
署
管
内
の
県
民
か

ら
、
駐
車
場
が
狭
い
、
施
設
が

古
く
、
立
地
が
悪
い
な
ど
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
う
か
が
う
が
、
八
千
代
警
察

署
の
整
備
方
針
は
ど
う
か
。

　

警
察
本
部
長　
八
千
代
警
察

署
の
整
備
は
、
千
葉
県
県
有
建

物
長
寿
命
化
計
画
の
第
Ⅲ
期
で

建
替
え
を
想
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
第
Ⅲ
期
が
始
ま
る

令
和
10
年
度
に
設
計
業
務
の
開

始
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

法
令
上
の
各
種
条
件
、
治
安
情

勢
や
県
民
の
皆
様
の
利
便
性
等

を
考
慮
し
て
決
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
現
在
、
建
設
場
所
と
し

て
の
適
地
を
、
既
存
庁
舎
の
敷

地
の
活
用
を
含
め
て
調
査
、
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

茂
呂
副
委
員
長　

警

察
署
は
平
時
に
お
い
て
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
管
内
の
治
安

維
持
に
当
た
り
、
県
民
の
安
心
・

安
全
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
に
お
い
て
は
、
地
域
に

お
け
る
重
要
な
防
災
拠
点
の
ひ

と
つ
。
警
察
署
が
老
朽
化
の
た

め
機
能
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
だ
け
で
は
な
く
、
県
全
体

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
り
、

特
に
災
害
時
に
は
、
県
民
の
生
命

財
産
に
対
し
、
重
大
な
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
一
刻
も
早
く

整
備
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

茂
呂
副
委
員
長　
鉄
道
に
つ

い
て
、
県
民
の
命
を
守
る
と
い

う
観
点
で
は
、
近
年
、
ホ
ー
ム

ド
ア
設
置
、
こ
れ
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
が
、
県

内
の
各
鉄
道
事
業
者
に
よ
る
今

後
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
予
定

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

総
合
企
画
部
長　
県
内
の
各

鉄
道
事
業
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
Ｊ
Ｒ
で
は
、
令
和
13
年

度
頃
ま
で
に
、「
総
武
線
や
常

磐
線
、
京
葉
線
、
武
蔵
野
線
の

県
内
全
駅
」「
東
武
鉄
道
で
は
、

令
和
17
年
度
ま
で
に
、
東
武
野

田
線
の
県
内
全
駅
」「
京
成
電

鉄
で
は
、
令
和
17
年
度
ま
で

に
、
京
成
本
線
の
船
橋
駅
や
船

橋
競
馬
場
駅
、
八
千
代
台
駅
な

ど
の
８
駅
」「
東
京
メ
ト
ロ
で

は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
東

西
線
の
県
内
全
駅
」
に
お
い
て
、

ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

茂
呂
副
委
員
長　
都
市
部
を

中
心
に
、
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置

予
定
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地
元
、

東
葉
高
速
鉄
道
は
入
っ
て
い
な

い
。
今
後
開
業
さ
れ
る
予
定
の

海
老
川
新
駅
や
、
西
船
橋
駅
に

は
設
置
予
定
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
駅
は
ど
う
か
。

　

総
合
企
画
部
長　
東
葉
高
速

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
１
日
に
約

15
万
人
と
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
会
社
と
し
て
も
、

利
用
者
の
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
の
必

要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
、

会
社
で
は
、
令
和

７
年
度
か
ら
９
年

度
ま
で
の
第
８
次

経
営
改
善
計
画
を

策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
中
に
、
ホ
ー
ム

ド
ア
の
整
備
の
検

討
を
進
め
る
こ
と

　

茂
呂
副
委
員
長　
ち
ば
保
育

士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
更
な
る
機
能
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

知
事　
県
内
の
保
育
所
等
で

勤
務
す
る
保
育
士
を
確
保
す
る

た
め
、
現
在
、
保
育
現
場
で
働

く
方
や
、
保
育
士
と
し
て
復
帰

を
志
す
潜
在
保
育
士
等
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
必
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
新
た
に
、

潜
在
保
育
士
が
保
育
所
等
を
見

学
す
る
際
に
同
行
し
、
伴
走
支

援
等
を
行
う
「
保
育
士
キ
ャ
リ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
配
置
す

る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

茂
呂
副
委
員
長　

県

内
保
育
所
等
か
ら
の

期
待
は
と
て
も
大
き
い
の
で
、

活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

策
定
し
、
特
に
、
令
和
６
年
度

末
ま
で
に
全
国
30
位
以
内
と
す

る
目
標
を
掲
げ
、
県
税
の
徴
収

に
あ
た
っ
た
結
果
、
令
和
５
年

度
に
は
23
位
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
令

和
７
年
度
か
ら
の
３
年
間
を
計

画
に
お
け
る
最
も
重
要
な
期
間

と
位
置
づ
け
、
改
め
て
令
和
９

年
度
末
ま
で
の
目
標
順
位
を
設

定
し
、　

市
町
村
と
も
連
携
を

し
た
財
産
調
査
や
滞
納
処
分
の

取
組
を
徹
底
し
て
実
施
す
る
な

ど
、
更
な
る
徴
収
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

茂
呂
副
委
員
長　
計
画
で　

　
　

は
、
令
和
13
年
度
末
ま
で

　
　

に
県
税
徴
収
率
全
国
15
位

以
内
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　

総
務
部
長　
地
方
交
付
税
の

要望

基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
に
お

い
て
は
、
上
位
３
分
の
１
の
地

方
自
治
体
が
達
成
し
て
い
る
徴

収
率
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
県
税
徴
収
率
上
位
３
分
の

１
と
な
る
全
国
15
位
以
内
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

茂
呂
副
委
員
長　
県
税

収
入
を
最
大
限
確
保
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
税
金
が
県

政
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
く
の
か
、
県
民
の
皆
様
に

し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。

そ
の
点
は
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

取
組
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

要望

再質問

令
和
13
年
度
末
ま
で
に

令
和
13
年
度
末
ま
で
に

全
国
15
位
以
内
目
指
す

全
国
15
位
以
内
目
指
す

県税徴収率県税徴収率

ち
ば
保
育
士
・
保
育
所

ち
ば
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
充
実
を

支
援
セ
ン
タ
ー
充
実
を

検
討
検
討

東
葉
高
速
鉄
道

東
葉
高
速
鉄
道

ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
検
討

ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
検
討

八千代警察署、建替え予定八千代警察署、建替え予定

要望

を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

ホームドアの設置が
待たれている東葉勝田台駅


